
　
市
で
は
、
仙
台
に
ゆ
か
り
の
あ
る
漫

画
や
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
「
仙

台
観
光
特
使
」
を
委
嘱
し
、
市
の
認
知

度
向
上
や
観
光
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
８
月
19
日
、
仙
台
市
が
舞
台
の
一
つ

と
な
っ
て
い
る
人
気
漫
画
『ハ
イ
キ
ュ

ー
！！
』
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
青あ
お
根ね

高た
か
伸の

ぶ

さ
ん
と
二ふ

た
口く

ち
堅け

ん
治じ

さ
ん
が
仙
台
観
光
特

使
に
就
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
を

記
念
し
て
太
白
区
の
秋
保
・
里
セ
ン
タ

ー
に
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置
し
ま

し
た
。

　
８
月
10
日
に
は
、
委
嘱
式
と
記
念
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
除
幕
式
を
開
催
。
郡
市

長
は
「
ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ
ま
に
秋
保
・

里
セ
ン
タ
ー
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、
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漫
画
『
ハ
イ
キ
ュ
ー
！！
』
の
青
根
高
伸
と

二
口
堅
治
が
仙
台
観
光
特
使
に
就
任

▲躍動感あふれる青根さんと二口さんが
描かれた記念モニュメント

『
ハ
イ
キ
ュ
ー
！！
』
の
魅
力
を
味
わ
っ

て
い
た
だ
き
、
秋
保
の
観
光
地
を
巡
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
作

者
の
古ふ
る
舘だ

て
春は

る
一い

ち
氏
が
特
別
に
描
き
下
ろ

し
た
イ
ラ
ス
ト
を
使
用
し
た
記
念
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設
置
は
、
カ

メ
イ
ア
リ
ー
ナ
仙
台
（
仙
台
市
体
育
館

※
）、
博
物
館
、
本
山
製
作
所
青
葉
ア

リ
ー
ナ
（
青
葉
体
育
館
）
に
続
き
４
カ

所
目
と
な
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、『
ハ
イ
キ
ュ
ー
！！
』
と

連
携
し
な
が
ら
、
国
内
外
の
作
品
の
フ

ァ
ン
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
多
く
の
方

に
仙
台
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

※
カ
メ
イ
ア
リ
ー
ナ
仙
台
の
大
規
模
改

修
工
事
に
伴
い
、
現
在
は
富
沢
公
園
に

移
設
し
て
い
ま
す

▲（写真左）佐々瞬氏による資源循環をテーマにしたア
ート展示（写真右）秩父英里氏と熊谷和徳氏のパフォ
ーマンス
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若
者
向
け
ま
ち
づ
く
り

交
流
拠
点
の
設
置
に
向

け
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　
市
で
は
本
年
度
か
ら
新
た
に
、
ま
ち

づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
若
者
が
気
軽
に

集
ま
り
交
流
で
き
る
拠
点
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
公
募
で
集
ま
っ
た
若
者
メ
ン

バ
ー
と
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
８
月
23
日
、
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
、
若
者
メ
ン
バ
ー
の

ア
イ
デ
ア
を
基
に
し
た
「
若
者
ま
ち
づ

く
り
交
流
拠
点
体
験
デ
ー
」
を
開
催
。

交
流
拠
点
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
体
験
ス
ペ

ー
ス
で
は
、
来
場
者
同
士
が
熱
心
に
情

報
交
換
を
行
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
理
想

の
交
流
拠
点
に
つ
い
て
「
人
と
話
す
こ

と
で
ネ
ッ
ト
で
は
得
ら
れ
な
い
情
報
を

知
り
た
い
」「
仲
間
を
探
せ
る
場
が
欲

し
い
」
な
ど
の
意
見
が
挙
が
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
検
討
や
今
回
の
体
験
デ

ー
で
挙
が
っ
た
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、

交
流
拠
点
の
設
置
に
向
け
た
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
９
月
２
日
、
仙
台
市
観
光
シ
テ
ィ
ル

ー
プ
バ
ス
「
る
ー
ぷ
る
仙
台
」
の
累
計

乗
車
人
数
が
１
０
０
０
万
人
に
到
達
し

ま
し
た
。

　
レ
ト
ロ
調
の
車
体
が
特
徴
の
「
る
ー

ぷ
る
仙
台
」
は
、
市
内
中
心
部
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
を
気
軽
に
周
遊
で
き
る
バ
ス

と
し
て
平
成
11
年
５
月
に
運
行
を
開
始
。

令
和
７
年
度
に
は
過
去
最
多
の
年
間
59

万
３
千
人
余
り
が
利
用
し
ま
し
た
。

　
仙
台
駅
西
口
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
行

わ
れ
た
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
神
奈

川
県
か
ら
訪
れ
、
１
０
０
０
万
人
目
の

乗
客
と
な
っ
た
方
に
秋
保
温
泉
で
使
え

る
宿
泊
券
な
ど
の
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
観
光
客
を
は
じ
め
、
多

く
の
皆
さ
ま
に
る
ー
ぷ
る
仙
台
を
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
仙
台
な
ら
で
は

の
魅
力
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市政
トピックス

「
る
ー
ぷ
る
仙
台
」
が

累
計
乗
車
人
数
１
０
０

０
万
人
を
達
成
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行
財
政
改
革
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
行
財
政
改
革
や
市
民
協
働
、

組
織
力
向
上
な
ど
の
取
り
組
み
を
着
実

に
推
進
す
る
た
め
、
令
和
４
年
３
月
に

「
仙
台
市
役
所
経
営
プ
ラ
ン
（
令
和
４

年
度
～
令
和
８
年
度
）」
を
策
定
し
ま

し
た
。
市
の
目
指
す
姿
と
し
て
、「
未

来
世
代
に
責
任
あ
る
財
政
運
営
」「
想

定
外
の
危
機
を
し
な
や
か
に
乗
り
越
え

る
組
織
」「
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
と
組
織
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」「
協

働
に
よ
る
新
た
な
価
値
の
創
発
」「
働

く
場
と
し
て
選
ば
れ
る
組
織
」
の
５
つ

を
掲
げ
、
歳
入
増
加
や
歳
出
見
直
し
な

ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
令
和
７
年
度
の
実
績
が
ま

と
ま
り
、
取
り
組
み
の
効
果
額
は
約
47

億
円
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
市
の

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
支
え
る
行
財
政
改

革
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

〈
主
な
取
り
組
み
〉

■
市
税
の
収
入
確
保　
■
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
の
活
用　
■
予
算
編
成
を
通
じ

た
事
業
の
見
直
し　
■
総
務
事
務
の
効

率
化◎

「
仙
台
市
役
所
経
営
プ
ラ
ン
（
令
和
４

年
度
～
令
和
８
年
度
）」
の
実
績
は
、
市

役
所
本
庁
舎
２
階
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
、

宮
城
野
区
・
若
林
区
・
太
白
区

情
報
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す ▲除幕式には市内バレーボールチーム

の小学生・高校生も参加。高さ2.48
メートルの記念モニュメントがお披露
目されると、大きな拍手が送られまし
た

●
各
組
織
の
業
務
内
容
は
、
４

月
１
日
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

男：529,018人　女：567,207人　計1,096,225人（－53)　556,251世帯（－117）       
９月１日現在（令和7年国勢調査速報値を基準に推計）仙台市の人口（対前月増減数）

令
和
八
年
九
月
十
日
初
校
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●
紹
介
し
た
本
は
、
市
民
図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す　
問
市
民
図
書
館
☎
261
・
１
５
８
５

東
日
本
大
震
災
を
語
り
継
ぐ
た
め
市
民
図
書
館
に
設
け
た

「
３
・
11
震
災
文
庫
」。
所
蔵
す
る
約
１
万
冊
か
ら
、よ
り

す
ぐ
り
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

90

震
災
を
自
分
事
に
す
る
方
法

宮
城
教
育
大
学　

准
教
授　

梶
原　

千
恵

Ⓒ古舘春一／集英社Ⓒ古舘春一／集英社

▲セレモニーには伊達武将隊やせ
んだい・杜の都親善大使も祝福に
駆け付けました
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地
下
鉄
車
両
が
こ
ど
も

た
ち
の
遊
び
場
に
！

　
仙
台
市
交
通
局
で
は
、
開
業
１
０
０

周
年
を
記
念
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
や
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
８
月
11
日
、
車
両
の
更
新
に
伴
い
引

退
す
る
初
代
地
下
鉄
車
両
で
自
由
に
遊

ぶ
こ
と
が
で
き
る
「
地
下
鉄
こ
ど
も
フ

リ
ー
ス
タ
イ
ル
Ｄデ

ー
Ａ
Ｙ
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
抽
選
で
選
ば
れ
た
小

学
生
以
下
の
こ
ど
も
と
保
護
者
１
７
８

人
が
参
加
。
泉
中
央
駅
ホ
ー
ム
に
停
車

し
た
車
両
で
壁
や
窓
な
ど
に
絵
を
描
い

た
り
シ
ー
ル
を
貼
っ
た
り
で
き
る
体
験

や
、
地
下
鉄
職
員
の
制
服
を
着
用
し
て

の
記
念
撮
影
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
普
段
乗
車
し
て
い
る
車
両
で
の
体
験

に
初
め
は
緊
張
し
た
様
子
だ
っ
た
こ
ど

も
た
ち
も
、
次
第
に
つ
り
革
に
ぶ
ら
下

が
っ
た
り
車
両
内
に
設
置
さ
れ
た
ハ
ン

モ
ッ
ク
に
乗
っ
た
り
と
、
こ
の
日
だ
け

の
特
別
な
体
験
を
親
子
で
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。　

▲車両の中で行われたボウリング。
ストライクを達成すると、つり革
がプレゼントされました

▲交流拠点をイメージした体験
スペース

「
災
害
伝
承
と
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
―
被
災
者
と
未
災
者
を
つ
な
ぐ
」

梶原千恵／著
水曜社　刊

「
記
憶
表
現
論
」

笠原一
かず

人
と

・寺田匡
まさ

宏
ひろ

／編
昭和堂　刊

　
震
災
を
経
験
し
て
い
な
い
「
未
災

者
」
は
、
被
災
者
の
記
憶
に
ど
う
向

き
合
い
、
人
ご
と
で
は
な
く
「
自
分

事
」
に
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
本
書
は
、
小
森
は
る
か
＋
瀬
尾
夏

美
が
、
東
日
本
大
震
災
後
に
岩
手
県

陸
前
高
田
市
で
行
っ
た
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
〈
波
の
し
た
、
土
の
う

え
〉〈
二
重
の
ま
ち
／
交
代
地
の
う

た
を
編
む
〉
を
手
が
か
り
に
、
未
災

者
が
受
け
止
め
や
す
い
語
り
の
構
造

や
、
語
り
始
め
る
た
め
の
プ
ロ
セ
ス

に
迫
り
ま
す
。

　
震
災
に
限
ら
ず
、
戦
争
や
公
害
、

大
事
故
な
ど
の
負
の
出
来
事
へ
の
共

感
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
人
に
お
薦

め
の
一
冊
で
す
。

　
被
災
者
の
切
実
な
語
り
が
、
時
に

未
災
者
に
は
届
か
ず
、
居
眠
り
や
お

し
ゃ
べ
り
、
暴
言
さ
え
生
ま
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
本
書
は
、
震
災
を
語
る
側
が
「
伝

え
方
」
に
無
自
覚
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
問
い
ま
す
。
犠
牲
者
、
生
存

者
、
支
援
者
、
傍
観
者
な
ど
、
多
様

な
立
場
が
交
差
す
る
中
で
、
私
た
ち

は
ど
の
よ
う
な
立
場
で
、
誰
に
向
か

っ
て
、
ど
う
語
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

本
書
で
は
、
朗
読
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ア
ー
カ
イ

ブ
な
ど
の
実
験
的
な
ア
ー
ト
手
法
を

通
じ
て
、
正
解
の
な
い
問
い
に
挑
み

ま
す
。
複
雑
な
記
憶
を
複
雑
な
ま
ま

社
会
に
ひ
ら
く
方
法
を
考
え
た
い
人

に
お
薦
め
で
す
。


